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関
ヶ
原
合
戦
に
お
け
る
石
田
三
成
と
毛
利
輝
元

　
　
　

堀　

越　

祐　

一　
　

　
　
は
じ
め
に

　

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
九
月
十
五
日
に
発
生
し
た
関
ヶ
原
合
戦
は
、日
本
史
上
で
も
っ
と
も
著
名
な
戦
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、

そ
れ
故
に
研
究
の
蓄
積
も
豊
富
で
あ
る（

（
（

。
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
八
月
十
八
日
に
秀
吉
は
病
没
し
、
そ
の
前
後
か
ら
政
局
は
大
き
く
変

動
し
て
い
く
が
、
ま
ず
、
秀
吉
死
去
直
前
の
同
年
七
月
か
八
月
初
旬
に
は
、
徳
川
家
康
を
は
じ
め
と
す
る
「
五
大
老
」
と
、
石
田
三
成
ら

「
五
奉
行
」
が
成
立
し（

（
（

、
豊
臣
政
権
は
集
団
指
導
体
制
で
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
五
大
老
」・「
五
奉
行
」
と
い
う
呼
称
は
当
時
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
実
際
に
は
「
五
大
老
」
は
「
奉
行
」
と
、「
五
奉
行
」

は
「
年
寄
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
す
る
見
解
が
出
さ
れ
、
大
い
に
注
目
さ
れ
た（

（
（

。
し
か
し
、
か
つ
て
拙
著
に
て
指
摘
し
た
通
り（

（
（

、「
奉
行
」・�

「
年
寄
」
と
い
う
表
現
は
「
豊
臣
政
権
護
持
派
」
と
も
言
う
べ
き
三
成
ら
に
よ
っ
て
使
わ
れ
た
も
の
で
、
家
康
ら
こ
れ
と
対
立
す
る
勢
力

は
用
い
て
い
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
三
成
は
、
家
康
ら
「
五
大
老
」
を
秀
頼
に
従
う
「
奉
行
」
と
、
そ
し
て
自
ら
を
豊
臣
家
の
宿
老
た
る�

「
年
寄
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
三
成
ら
が
「
五
大
老
」
の
勢
威
増
大
を
未
然
に
防
ご
う
と
し
て
い
た
こ
と
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の
表
れ
と
言
え
る
。
そ
し
て
こ
の
「
奉
行
」・「
年
寄
」
表
現
は
、
い
わ
ゆ
る
「
五
大
老
」・「
五
奉
行
」
成
立
当
初
か
ら
み
ら
れ
る
た
め
、

三
成
ら
が
秀
吉
死
去
以
前
か
ら
家
康
ら
「
五
大
老
」
を
警
戒
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、
三
成
が
「
五
大
老
」
す
べ
て
を
警
戒
対
象
と
み
て
い
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
こ
れ
も
す
で
に
拙
著
で
指
摘
し
た
通

り
、
三
成
が
警
戒
し
た
の
は
、
そ
の
う
ち
の
徳
川
家
康
た
だ
ひ
と
り
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。
三
成
は
、
他
の
四
人
の
「
大
老
」
と
は
協
調

関
係
を
築
こ
う
と
し
て
い
た
が
、
な
か
で
も
と
く
に
重
視
し
た
の
が
、
西
日
本
最
大
の
大
名
毛
利
輝
元
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
は
、
秀
吉
死
去
か
ら
わ
ず
か
十
日
後
、
三
成
が
輝
元
と
密
か
に
起
請
文
を
取
り
交
わ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
え
る（

（
（

。
こ
れ
は
、

実
質
的
に
三
成
と
輝
元
が
秘
密
同
盟
を
締
結
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
が（

（
（

、
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
前
か
ら
両
者
は
友
好
的

な
関
係
に
あ
っ
た
し（

（
（

、
家
康
に
つ
ぐ
軍
事
力
を
有
し
て
い
る
輝
元
を
味
方
に
引
き
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
現
実
的
に
家
康
に
対

抗
す
る
の
は
困
難
と
の
判
断
も
当
然
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
家
康
が
諸
大
名
と
私
的
に
婚
姻
を
結
ん
だ
と
し
て
、
前
田
利
家
や
三
成
ら
が
家
康
を
糾
弾
、
両
陣
営
が
対
立
し
た
際
に
は
、
輝

元
は
利
家
・
三
成
に
与
し
て
い
る
。
さ
ら
に
慶
長
四
年
閏
三
月
に
前
田
利
家
が
病
死
し
、
三
成
が
い
わ
ゆ
る
「
七
将
」
や
、
こ
れ
を
後
押
し

す
る
家
康
と
対
立
し
た
と
き
も
、
輝
元
は
一
貫
し
て
三
成
を
支
援
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
秘
密
同
盟
は
確
実
に
機
能
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

さ
て
、
本
稿
は
、
関
ヶ
原
合
戦
に
お
け
る
石
田
三
成
と
毛
利
輝
元
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
も
の
だ
が
、
輝
元
は
西
軍
の
総
大

将
で
あ
り
な
が
ら
積
極
的
な
行
動
は
せ
ず
、
関
ヶ
原
合
戦
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
な
ん
の
役
割
も
果
た
さ
な
か
っ
た
と
か
つ
て
は
考
え
ら
れ

て
い
た
。
だ
が
、
近
年
に
至
り
再
検
討
が
な
さ
れ
、
と
き
に
主
体
的
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
さ
ら
に
、
そ
の
存
在

を
よ
り
重
視
し
、
西
軍
は
石
田
三
成
と
毛
利
輝
元
が
中
核
的
存
在
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
石
田
・
毛
利
連
合
政
権
」
と
も
言
う
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
と
の
説
も
提
示
さ
れ
る
な
ど（

（
（

、
か
つ
て
の
通
説
は
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
名
目
上
の
総
大
将
で
あ
る
毛
利
輝
元
と
、
事
実
上
の

総
大
将
と
し
て
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
石
田
三
成
に
つ
い
て
は
、
そ
の
動
向
や
描
い
て
い
た
戦
略
な
ど
、
さ
ら
な
る
研
究
の�
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進
展
が
期
待
さ
れ
よ
う
。
合
戦
そ
の
も
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
秀
吉
死
去
か
ら
合
戦
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、
石
田
三
成
や
毛
利
輝
元
が

ど
の
よ
う
な
政
治
的
あ
る
い
は
戦
略
的
判
断
を
し
、
行
動
に
移
し
た
の
か（

（1
（

。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
の
も
と
に
、
両
者
の
動

向
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

　
　

一
　
浅
野
家
に
残
っ
た
真
田
宛
三
成
書
状

　

美
濃
国
関
ヶ
原
で
発
生
し
た
決
戦
に
お
い
て
、
三
成
方
西
軍
が
家
康
方
東
軍
に
敗
れ
た
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
で
は
、
な

ぜ
三
成
は
敗
北
し
た
の
か
。
小
早
川
秀
秋
の
裏
切
り
や
吉
川
広
家
の
内
応
と
い
っ
た
西
軍
内
部
の
不
統
一
や
、
各
方
面
に
軍
勢
を
分
散
す

る
戦
略
上
の
ミ
ス
な
ど
は
、
よ
く
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
も
原
因
は
あ
り
そ
う
に
思
え
る
。
そ
こ
で
、
合
戦
前
に
お
け
る

三
成
の
考
え
を
詳
細
に
伝
え
る
史
料
を
検
討
し
て
み
た
い
。
八
月
十
日
に
三
成
が
信
濃
国
上
田
城
の
真
田
昌
幸
・
信
繁
父
子
に
送
っ
た
書

状
が
そ
れ
で
あ
る（

（1
（

。
長
文
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
全
文
を
引
用
す
る
。

　
　
　

去①

五
日
之
御
状
、
今
日
於
濃
州
大
垣
令
拝
見
候
、

　
　

一　

度②

々
爰
元
之
様
子
・
其
地
之
儀
申
越
候
、
未
無
参
着
候
哉
、
只
今
の
御
書
中
、
無
御
心
元
候
事
、

　
　

一�　

羽（
堀
秀
治
）

久
太
儀
、
何③

様
ニ
も　

秀
頼
様
次
第
と
度
々
到
来
候
間
、
羽（
前
田
利
長
）

柴
肥
前
老④

母
幷
家
老
之
人
質
江
戸
へ
遣
取
、
未
御
事
請
不
申
、

剰
加
州
小
松
表
へ
人
数
を
出
な
と
ゝ
風
説
候
条
、
急
度
越
中
へ
乱
入
可
在
之
旨
、
度
々
申
遣
候
、
定
而
早
々
彼
表
へ
可
及
行
候
事
、

　
　

一�　

石（
石
川
三
長
）

玄
番
事
ハ
、
大⑤

坂
ニ
妻
子
其
上
兄
弟
在
之
事
候
間
、
致
推
量
ニ
、　

公⑥

儀
慮
外
難
成
身
上
候
間
、
石（
石
川
貞
清
）

備
前
を
以
巨
細
申
候
キ
、

定
而
別
条
在
之
間
敷
候
歟
難
計
事
、

　
　

一�　

羽（
森
忠
政
）

右
近
事
、
定⑦

而
菟
角
ニ
内

（
徳
川
家
康
）

府
儀
無
二
ニ
可
存
候
、
新
知
拝
領
候
、
其
上
上
方
ニ
妻
子
一
人
な
ら
て
無
之
、
菟⑧

角
貴
所
ゟ
早
々

可
被
及
御
行
事
、
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一�　

石⑨

玄
事
も
、
済
候
ヘ
ハ
能
候
、
不
済
候
ハ
ヽ
、
是
又
其
方
ゟ
可
被
及
御
行
候
、
越
後
ゟ
之
道
明
候
ヘ
ハ
、
会
津
ヘ
之
通
用
共
ニ

自
由
候
事
、

　
　

一�　

信⑩

州
之
儀
ハ
不
及
申
、
甲
州
迄
も
貴
所
御
仕
置
可
在
之
旨
、
輝（

毛
利
）元

を
は
し
め
各
被
申
候
事
候
、
拙
□

（
子
ヵ
）ゟ

能
く
申
し
候
へ
と
の
事
、

此
段
先
書
ニ
申
候
、
早⑪

々
人
を
も
御
抱
候
て
、
方
々
へ
之
御
仕
置
此
時
候
、
拙
子
儀
し
か
と
濃
州
ニ
在
陣
候
、
長

（
長
束
正
家
）

大
勢
州
ニ
在

陣
候
、
此
口
之
儀
、
家⑫

康
ほ
と
の
者
十
人
上
り
候
共
可
御
心
安
候
、
討
果
候
ゟ
外
他
事
不
可
在
候
、
今⑬

度
関
東
へ
罷
立
め
ん
〳
〵
、

尾
三
州
之
間
ニ
集
居
候
て
、
懇
望
申
族
も
候
、
又
江
戸
に
て
人
質
を
し
め
ら
れ
、
致
迷
惑
族
も
在
之
事
候
、
味
方
説
ニ
申
候
哉
ら

ん
、
家⑭

康
急
度
上
ル
な
と
ゝ
申
成
候
由
候
、
あ
わ
れ
上
り
候
へ
か
し
と
念
願
迄
候
事
、

　
　

一�　

菟⑮

角
早
々
会
津
へ
使
者
を
被
立
、　

公
儀
無
御
如
在
、
拙
者
と
被
仰
談
候
由
、
可
被
仰
合
候
、
国
な
ら
ひ
に
て
物
の
そ
か
ど
を

申
方
□

（
に
ヵ
）候
間
、
如
此
御
入
魂
之
上
ハ
、
少
々
出
入
ハ
い
ら
ぬ
事
候
間
、
物
や
わ
ら
か
に
、
彼
方
気
ニ
入
候
様
ニ
被
仰
越
、
御
入

眼
此
時
候
事
、

　
　

一�　

先
書
に
も
如
申
、
臥
見
之
城
、
家
康
留
守
居
鳥
居
彦（

元

忠

）

右
衛
門
を
は
し
め
、
七
頭
歟
千
八
百
余
残
置
候
処
、
此
時
宜
候
間
、
関

東
へ
明
退
候
へ
と
申
候
へ
共
、
り
く
つ
申
候
間
、
去
朔
日
四
方
ゟ
乗
入
、
一
人
も
不
残
討
果
候
、
鳥
彦
右
首
ハ
御
鉄
炮
頭
鈴
木

孫（
重
朝
）

三
郎
討
捕
候
、
此
間
、　

御
殿
中
雑
人
は
ら
ふ
み
け
が
し
候
間
、
不
残
焼
払
候
、
大
垣
（
坂
ヵ
）之
儀
も
、
西
之
丸
ニ
人
数
五
六
百
ほ
と

残
置
候
を
追
出
、
臥
見
へ
追
入
、
輝
元
被
入
替
候
、
是
又
臥
見
ニ
て
同
前
ニ
討
果
候
、
臥
見
に
て
各
手
を
砕
、
乗
崩
候
、
九
州
な

と
の
衆
別
而
手
柄
を
被
仕
候
、
大
坂
ニ
ハ
増

（
増
田
長
盛
）
右
被
居
候
、
輝
元
在
城
候
、
臥
見
ニ
も
六
七
千
に
て
掃
除
普
請
以
下
申
付
候
、
然
間
、

京
都
大
坂
静
ニ
候
、
勢
州
江
安（

恵
瓊
）

国
寺
・
吉（
広
家
）川
壱
万
余
召
連
、
長
大
同
道
に
て
罷
越
候
、
尾
濃
へ
ハ
拙
子
罷
越
候
、
島（
義
弘
）津
其
外
九
州

衆
佐
和
山
へ
被
参
候
、
人
数
入
次
第
、
尾
濃
之
間
へ
可
打
出
候
、
丹
後
之
事
は
や
一
円
平
均
ニ
申
付
候
、
幽（

細
川
）斎
事
可
被
成
敗
ニ
義

定
候
処
、
自　

叡
慮
色
々
被　

仰
出
、
命
之
事
相
助
、
九
州
中
流
罪
之
体
候
、
則
諸
方
へ
之
備
書
立
進
入
候
、
此
備
書
立
之
内
ニ
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在
之
面
々
□
、
無
二　

秀
頼
様
可
抽
忠
節
覚
悟
候
、
せ
い
し
ニ
ま
て
相
究
候
、
此
外
先
手
ニ
在
之
衆
、
此
書
立
ニ
不
乗
衆
も
可
在

之
候
、
右
之
段
、
先
書
ニ
雖
申
候
、
不
相
届
候
哉
、
又
申
入
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
治
少

　
　
　
　
　
　
　

八（
慶
長
五
年
）

月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　

三
成
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

真
田
安（

昌
幸
）

房
守
殿

　
　
　
　
　
　

同
左（

信

繁

）

衛
門
尉
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
報

　

こ
の
書
状
に
は
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
内
容
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
以
下
、
こ
こ
か
ら
判
明
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
三
成
の
考
え
を

読
み
解
い
て
い
く
。

　

ま
ず
、
情
報
伝
達
ル
ー
ト
の
確
保
と
い
う
点
に
お
い
て
、
西
軍
は
著
し
く
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
棒
線

部
②「
度
々
爰
元
之
様
子
其
地
之
儀
申
越
候
、
未
無
参
着
候
哉
、
只
今
の
御
書
中
、
無
御
心
元
候
事
」
と
い
う
記
述
か
ら
み
て
と
れ
る
。

棒
線
部
①
か
ら
自
明
な
よ
う
に
、
真
田
か
ら
も
三
成
へ
、
八
月
五
日
付
け
で
書
状
が
出
さ
れ
て
お
り（

（1
（

、
そ
れ
を
三
成
は
五
日
後
の
十
日
、

美
濃
の
大
垣
に
て
受
け
と
っ
て
い
る
。
そ
の
書
状
の
な
か
で
真
田
は
、
上
方
の
情
勢
や
、
自
身
が
今
後
ど
の
よ
う
に
行
動
す
べ
き
か
を
三

成
に
尋
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
記
し
た
書
状
は
す
で
に
何
度
も
出
し
た
は
ず
な
の
に
、
そ
れ
が
届
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
知
っ
た
三
成
が
戸
惑
っ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

　

で
は
「
爰
元
之
様
子
・
其
地
之
儀
」
を
書
き
記
し
た
三
成
の
書
状
は
、
ど
こ
へ
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
書
状
が
「
度
々
」
出
さ
れ
て

い
る
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
単
に
到
着
が
遅
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
ま
い
。

　

大
き
な
手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、
こ
の
三
成
書
状
が
『
浅
野
家
文
書
』
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
三
成
と
同
じ
く
「
五
奉
行
」
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の
一
人
で
あ
っ
た
浅
野
長
政
と
そ
の
嫡
男
幸
長
は
東
軍
に
属
し
た
が
、
こ
の
浅
野
父
子
は
甲
斐
一
国
を
領
有
し
て
い
た（

（1
（

。
そ
の
浅
野
家
に

伝
来
し
た
文
書
群
の
な
か
に
、
こ
の
真
田
父
子
宛
三
成
書
状
が
含
ま
れ
て
い
る
理
由
は
、
ひ
と
つ
し
か
あ
り
え
ま
い
。
西
軍
に
属
し
た
信

濃
国
上
田
の
真
田
あ
る
い
は
会
津
の
上
杉
景
勝
に
対
し
て
、
西
軍
首
脳
部
か
ら
使
者
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
を
予
期
し
た
浅
野
が
、
そ
の
使

者
を
捕
ら
え
る
べ
く
隣
国
信
濃
に
ま
で
警
戒
網
を
張
り
巡
ら
し
、
首
尾
よ
く
書
状
を
奪
い
取
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う（

（1
（

。
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
真
田
に
届
い
た
書
状
も
あ
る
の
で
、
す
べ
て
が
奪
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
中
山
道
を
押
さ
え
る
有
力
な
味

方
で
あ
る
真
田
と
の
情
報
の
疎
通
が
、
著
し
く
阻
害
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
こ
れ
は
三
成
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
西
軍
の
機
密
が
東
軍
に
漏
洩
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
点
も
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

弊
害
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
棒
線
部
⑮
に
「
菟
角
早
々
会
津
へ
使
者
を
被
立
、　

公
儀
無
御
如
在
、
拙
者
と
被
仰
談
候
由
、
可
被
仰

合
候
」
と
、
ま
た
八
月
五
日
付
の
三
成
書
状
に
は
「
此
飛
脚
早
々
ぬ（

沼
田
）

ま
た
越
ニ
会
津
へ
御
通
候
て
可
給
候
、
自
然
ぬ
ま
た
・
会
津
之
間
二

他
領
候
て
、
六
か
し
き
儀
在
之
候
共
、
人
数
立
候
て
成
共
、
そ
く
さ
い
に
成
共
、
御
馳
走
候
て
御
通
し
あ
る
へ
く
候
事
」、「
会
津
へ
も
早
々

関
東
表
へ
御
行
被
仰
談
、
行
ニ
可
被
及
之
由
申
遣
候
、
貴
殿
よ
り
も
御
入
魂
候
て
、
可
被
仰
遣
候
事
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

三
成
は
会
津
の
上
杉
へ
の
連
絡
を
真
田
に
依
存
し
て
い
た
。
真
田
と
十
分
に
意
思
の
疎
通
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
上
杉
に
対

し
て
も
同
様
、
い
や
、
そ
れ
以
上
に
疎
通
を
欠
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
し
て
や
、
三
成
は
上
野
国
沼
田
を
経
て
会
津
へ
使
者

を
通
す
よ
う
に
頼
ん
で
い
る
が
、
そ
の
沼
田
城
主
で
あ
る
真
田
信
幸
は
父
弟
と
袂
を
分
か
ち
東
軍
に
属
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

上
杉
へ
の
連
絡
が
さ
ら
に
困
難
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
三
成
に
と
っ
て
大
き
な
誤
算
だ
っ
た
に
違
い
な
い（

（1
（

。
要
す
る
に
三
成

は
、
美
濃
か
ら
信
濃
、
さ
ら
に
は
遠
く
会
津
ま
で
続
く
情
報
伝
達
ル
ー
ト
を
遮
断
さ
れ
、
真
田
・
上
杉
と
い
う
、
東
国
に
お
け
る
数
少
な

い
重
要
な
味
方
と
連
絡
を
と
る
こ
と
に
困
窮
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
事
実
は
、
従
前
か
ら
存
在
す
る
三
成
・
上
杉
の
事
前
共
謀
説
の
有
無
と
も
密
接
に
関
係
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
事
前
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共
謀
説
と
は
、
上
杉
と
三
成
は
か
ね
て
か
ら
気
脈
を
通
じ
て
お
り
、
上
杉
が
家
康
を
挑
発
し
討
伐
軍
の
出
征
を
誘
引
し
、
手
薄
と
な
っ
た

上
方
で
三
成
が
家
康
打
倒
の
兵
を
挙
げ
る
と
い
う
、
か
ね
て
か
ら
の
密
約
が
あ
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
三
成
は
、
こ
こ
で
上

杉
と
し
き
り
に
連
絡
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
。
事
前
に
入
念
な
談
合
が
な
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
点
で
の
上
杉
と
の
交
渉
は
さ
ほ

ど
の
重
要
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
し
、
な
に
よ
り
三
成
が
上
杉
に
求
め
て
い
る
①
公
儀
を
蔑
ろ
に
せ
ず
に
、
三
成
と
相
談
し
て
行
動
し
て
ほ

し
い
、
②
家
康
領
の
関
東
へ
軍
事
行
動
に
出
て
ほ
し
い
、
と
い
う
二
点
は
、
ご
く
自
然
な
も
の
で
あ
り
、
事
前
の
談
合
が
十
分
に
行
わ
れ

て
い
る
な
ら
ば
、
改
め
て
こ
こ
で
要
請
す
る
よ
う
な
筋
合
い
の
も
の
と
は
思
え
な
い
。
そ
れ
に
、
上
杉
討
伐
軍
が
組
織
さ
れ
た
と
し
て
も
、

家
康
が
自
ら
出
陣
す
る
と
は
断
定
で
き
ま
い
。
圧
倒
的
な
戦
力
差
が
あ
り
、
勝
利
は
疑
い
な
い
と
家
康
が
判
断
す
れ
ば
、
江
戸
に
在
す
る

嫡
男
秀
忠
を
総
大
将
と
し
、自
身
は
大
坂
に
と
ど
ま
る
と
い
う
選
択
を
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
家
康
が
大
坂
城
を
出
な
け
れ
ば
、

三
成
は
秀
頼
を
擁
立
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
挙
兵
が
成
り
立
た
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
事
前
共
謀

説
と
い
っ
た
も
の
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
情
報
伝
達
の
経
路
が
遮
断
さ
れ
て
い
た
の
は
、
な
に
も
中
山
道
だ
け
で
は
な
い
。
北
国
に
目
を
向
け
る
と
、
棒
線
部
④「
老
母

幷
家
老
之
人
質
江
戸
へ
遣
取
、
未
御
事
請
不
申
、
剰
加
州
小
松
表
へ
人
数
を
出
な
と
ゝ
風
説
」
が
あ
っ
た
加
賀
や
越
中
を
領
す
る
前
田
利

長
は
完
全
に
東
軍
方
で
あ
っ
た
し
、「
何
様
ニ
も　

秀
頼
様
次
第
」（
棒
線
部
③
）
と
書
き
送
っ
て
き
た
た
め
三
成
が
楽
観
視
し
て
い
た
越

後
の
堀
秀
治
も
、
結
局
は
家
康
に
味
方
し
て
い
る
。
遠
回
り
の
経
路
で
は
あ
る
が
、
北
陸
道
ル
ー
ト
も
事
実
上
ふ
さ
が
れ
て
い
た
。

　

東
国
の
様
子
す
な
わ
ち
家
康
の
動
向
を
知
る
う
え
で
最
も
大
事
な
の
は
東
海
道
ル
ー
ト
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

ル
ー
ト
こ
そ
東
軍
の
牙
城
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
、
尾
張
以
東
の
諸
大
名
は
す
べ
て
東
軍
に
加
わ
っ
て
お
り
、
こ
こ
を
通
り
抜
け
て
江
戸

の
家
康
の
挙
動
を
う
か
が
う
の
は
困
難
を
極
め
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
中
山
道
・
北
陸
道
・
東
海
道
の
す
べ
て
の
経
路
が
東
軍
に
抑
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
が
浮
か
び
あ
が
る
。
西
軍
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方
が
東
軍
の
出
方
を
事
前
に
察
知
す
る
の
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
家
康
の
出
陣
も
知
り
よ
う
が
な
か
っ
た
。
家
康
率
い
る

数
万
の
軍
勢
が
大
挙
し
て
東
海
道
を
西
上
す
る
と
し
て
、
諜
報
活
動
が
成
功
す
れ
ば
、
必
ず
三
成
ら
の
耳
に
入
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、

西
軍
方
に
は
そ
れ
に
備
え
た
よ
う
な
形
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。
三
成
は
「
家
康
ほ
と
の
者
十
人
上
り
候
共
可
御
心
安
候
、
討
果
候
ゟ
外
他

事
不
可
在
候
」（
棒
線
部
⑫
）
と
か
「
家
康
急
度
上
ル
な
と
ゝ
申
成
候
由
候
、
あ
わ
れ
上
り
候
へ
か
し
と
念
願
迄
候
事
」（
棒
線
部
⑬
）
な

ど
と
、
家
康
西
上
の
可
能
性
に
つ
い
て
触
れ
て
は
い
る
が
、
あ
ま
り
に
楽
観
的
で
あ
り
―
た
だ
し
、
こ
れ
が
三
成
の
本
心
で
あ
っ
た
と
は
断

定
で
き
な
い
が
―
三
成
と
し
て
は
、家
康
は
少
な
く
と
も
当
面
は
江
戸
に
と
ど
ま
る
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

東
軍
方
は
徹
底
し
た
情
報
封
鎖
を
行
い
、西
軍
方
の
諜
報
活
動
を
未
然
に
防
い
だ
と
考
え
ら
れ
、こ
れ
が
家
康
の
隠
密
行
動
を
可
能
に
し
た
。

家
康
の
西
上
が
確
実
な
も
の
と
考
え
て
い
た
な
ら
ば
、
三
成
と
し
て
も
、
諸
方
の
味
方
を
集
結
さ
せ
る
な
り
、
大
坂
の
毛
利
輝
元
に
出
陣

を
要
請
す
る
な
り
、
も
っ
と
打
つ
手
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
家
康
の
動
向
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら
ず
、
そ
の
う
え
会
津
の
上
杉
の
存

在
が
家
康
の
行
動
を
掣
肘
す
る
こ
と
を
期
待
し
す
ぎ
た
の
か
、
こ
れ
を
現
実
的
な
も
の
と
捉
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

当
の
上
杉
は
と
い
え
ば
、
東
軍
方
の
伊
達
・
最
上
と
の
戦
闘
に
専
念
し
て
お
り
、
三
成
が
望
む
よ
う
な
関
東
へ
乱
入
す
る
余
力
は
な
か
っ
た

は
ず
だ
が
、
上
杉
と
の
密
な
る
連
絡
が
で
き
て
い
な
い
三
成
に
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
知
る
由
も
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

情
報
伝
達
の
点
に
お
い
て
、
さ
ら
に
指
摘
で
き
る
と
す
れ
ば
、
三
成
の
「
う
か
つ
さ
」
で
あ
る
。
真
田
父
子
に
宛
て
た
こ
の
書
状
は
、

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
か
な
り
の
長
文
で
あ
る
。
こ
れ
に
比
例
し
て
、
紙
も
当
然
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
。
使
者
が
書
状
を
ど
の
よ
う

に
隠
し
持
っ
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
関
所
な
ど
を
通
過
す
る
際
に
、
露
見
し
な
い
よ
う
に
す
る
の
は
極
め
て
難
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
書
状
は
奪
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
家
康
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
　

�

従
吉（

広
家
）川
殿
之
書
状
、
具
令
披
見
候
、
御
断
之
段
、
一
々
令
得
其
意
候
、
輝（

毛
利
）元
如
兄
弟
申
合
候
間
、
不
審
存
候
処
、
無
御
存
知
儀
共
之
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由
承
、
致
満
足
候
、
此
節
候
之
間
、
能
様
被
仰
遣
尤
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　

八（
慶
長
五
年
）

月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
康
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

黒
田
甲（

長
政
）

斐
守
殿

　

こ
れ
は
、
先
陣
を
つ
と
め
る
味
方
の
大
名
の
ひ
と
り
で
あ
る
黒
田
長
政
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。
西
軍
に
属
し
て
い
る
毛
利
一
族
の
吉

川
広
家
か
ら
の
書
状
を
読
み
、
広
家
の
言
い
分
を
承
知
し
た
こ
と
、
毛
利
輝
元
と
は
か
つ
て
兄
弟
の
如
く
接
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず（

（1
（

、
今
回
輝
元
が
西
軍
の
総
大
将
と
な
っ
た
こ
と
を
不
審
に
思
っ
て
い
た
が（

（1
（

、
輝
元
は
こ
の
件
に
つ
い
て
関
知
し
て
い
な
い
こ

と
を
聞
い
て
満
足
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
吉
川
広
家
が
黒
田
長
政
を
通
じ
て
家
康
に
接
近
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
だ
が
、
こ
の
家
康
書

状
は
吉
川
家
に
伝
来
し
て
い
る
か
ら
、
黒
田
を
介
し
て
吉
川
広
家
へ
と
送
ら
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
で
は
こ
の
書
状
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
吉
川
広
家
の
も
と
へ
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
。
ま
ず
は
家
康
か
ら
黒
田
へ
送
ら
れ
た
に
違
い
な
い
が
、
そ
の
道
中
は
東
海
道
筋
の
東
軍

勢
力
範
囲
の
み
を
通
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
な
ん
ら
問
題
は
な
か
ろ
う
。
だ
が
、
黒
田
か
ら
吉
川
へ
と
な
る
と
、
状
況
は
ま
っ
た

く
異
な
っ
て
く
る
。
形
だ
け
と
は
い
え
西
軍
に
加
わ
っ
て
い
る
吉
川
広
家
へ
無
事
に
届
け
る
た
め
に
は
、
他
の
西
軍
大
名
の
陣
近
く
も
通

過
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
は
ず
で
、
そ
こ
で
万
が
一
に
も
こ
の
書
状
が
彼
ら
の
手
に
渡
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
吉
川
広
家
の
身
に
危
険
が
及

ぶ
だ
け
で
な
く
、
東
軍
勝
利
へ
の
見
通
し
も
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
当
然
、
相
応
の
対
策
が
必
要
と
な
る
。

　

そ
れ
を
教
え
て
く
れ
る
の
が
、
こ
の
書
状
に
添
え
ら
れ
た
押
紙
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

　
　

�

此　

御
内
書
、
使
者
関
所
を
通
候
付
而
、
帯
之
内
江
縫
込
取
帰
候
ニ
付
、
に
し
み
有
之
候
故
、
後
年
ニ
至
洗
候
而
損
申
候
、
使
者
服

部
治
兵
衛
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
黒
田
の
家
臣
が
使
者
と
な
っ
て
家
康
書
状
を
携
え
て
い
く
の
は
、
あ
ま
り
に
も
危
険
が
大
き
す
ぎ
る
。
吉
川
の
陣
所

へ
迷
わ
ず
に
到
達
で
き
る
の
は
、
や
は
り
吉
川
の
家
臣
で
あ
る
は
ず
で
、
使
者
の
服
部
治
兵
衛
と
い
う
人
物
は
、
黒
田
で
は
な
く
吉
川
の�
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家
臣
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
服
部
が
ひ
そ
か
に
黒
田
の
陣
所
へ
赴
い
て
吉
川
の
書
状
を
渡
し
、
こ
れ
を
江
戸
の
家
康
の
も
と
へ
送

り
、
返
書
が
届
く
ま
で
の
数
日
間
を
黒
田
陣
に
て
過
ご
し
、
や
が
て
届
い
た
家
康
の
返
書
を
受
け
取
っ
て
、
吉
川
の
陣
へ
と
帰
っ
て
い
く
。

そ
の
際
、西
軍
方
の
諸
大
名
が
設
置
し
た
関
所
を
通
過
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、そ
こ
で
服
部
は
、吉
川
家
臣
と
は
名
乗
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
東
軍
の
勢
力
範
囲
か
ら
吉
川
の
家
臣
が
や
っ
て
き
た
の
か
―
そ
の
よ
う
に
不
審
が
ら
れ
る
の
は
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
身
な
り
や
名

前
な
ど
様
々
に
工
夫
を
こ
ら
し
、
そ
し
て
何
よ
り
重
要
な
家
康
書
状
は
帯
の
な
か
に
縫
い
込
ん
で
、
よ
う
や
く
吉
川
広
家
の
も
と
へ
戻
っ
て

き
た
に
違
い
な
い
。
家
康
の
書
状
が
ご
く
短
文
な
の
も
、
そ
の
よ
う
な
事
態
を
想
定
し
て
い
た
た
め
と
考
え
れ
ば
納
得
で
き
よ
う
。

　

伝
え
た
い
事
柄
を
す
べ
て
書
こ
う
と
し
た
で
あ
ろ
う
三
成
と
、
要
点
の
み
書
き
記
し
た
家
康
。
三
成
の
書
状
は
途
中
で
奪
わ
れ
、
西
軍

内
の
諸
事
情
が
筒
抜
け
に
な
っ
た
の
に
対
し
、
か
た
や
家
康
の
書
状
は
無
事
に
届
き
、
吉
川
の
内
応
を
確
実
な
も
の
と
し
た
。
書
状
ひ
と

つ
と
っ
て
み
て
も
、
両
者
の
気
配
り
に
は
大
き
な
差
が
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
　

二
　
諸
大
名
の
去
就
に
対
す
る
三
成
の
認
識

　

さ
て
、
こ
の
他
に
も
い
く
つ
か
わ
か
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
各
地
の
諸
大
名
た
ち
の
去
就
に
つ
い
て
の
三
成
の
私
見
が
そ
う
で

あ
ろ
う
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
越
後
の
堀
秀
治
は
味
方
に
な
る
と
確
信
し
、
ま
た
、
信
濃
国
松
本
城
主
の
石
川
三
長
（
康
長
）
も
「
大
坂

ニ
妻
子
其
上
兄
弟
在
之
」（
棒
線
部
⑤
）
う
え
に
、「
公
儀
慮
外
難
成
身
上
」（
棒
線
部
⑥
）
で
あ
る
た
め
、
こ
ち
ら
側
に
つ
く
と
見
込
ん

で
い
る
。「
公
儀
慮
外
難
成
身
上
」
と
い
う
の
は
、
か
つ
て
三
長
が
父
の
石
川
数
正
と
と
も
に
家
康
の
も
と
を
出
奔
し
て
秀
吉
に
仕
え
た

こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
窮
乏
を
救
っ
て
く
れ
た
秀
吉
に
恩
義
を
感
じ
て
い
る
に
違
い
な
く
、
そ
の
遺
児
で
あ
る
秀
頼
の
た
め

に
は
懸
命
に
働
く
べ
き
立
場
に
あ
る
は
ず
だ
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
観
測
は
は
ず
れ
、
両
人
と
も
に
東
軍
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
る
。
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そ
の
一
方
で
、「
老
母
幷
家
老
之
人
質
江
戸
へ
遣
取
、
未
御
事
請
不
申
、
剰
加
州
小
松
表
へ
人
数
を
出
な
と
ゝ
風
説
」（
棒
線
部
④
）
が

あ
る
前
田
利
長
と
、
家
康
か
ら
「
新
知
拝
領
」（
棒
線
部
⑦
）
を
受
け
た
森
忠
政
は
東
軍
に
つ
く
と
予
測
し
て
お
り
、
こ
の
両
者
に
関
す

る
三
成
の
見
立
て
は
間
違
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
堀
は
越
後
か
ら
前
田
領
越
中
を
牽
制
し
う
る
、
立
地
上
重
要
な
大
名
で
あ
り
、

石
川
も
兄
弟
合
わ
せ
て
十
万
石
を
領
し
、
信
濃
国
内
で
は
森
忠
政
に
つ
ぐ
勢
力
を
有
し
て
い
て
、
同
国
で
は
真
田
以
外
に
有
力
な
味
方
を

も
た
な
い
西
軍
に
と
っ
て
、
そ
の
動
向
は
無
視
で
き
な
い
も
の
が
あ
っ
た
ろ
う
。
石
川
の
西
軍
参
加
に
つ
い
て
は
三
成
も
確
信
は
し
て
い

な
か
っ
た
が（

（1
（

、
そ
れ
を
差
し
引
い
て
も
三
成
の
情
勢
判
断
が
、
的
確
だ
っ
た
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
棒
線
部
⑬
に
「
今
度
関
東
へ
罷
立
め
ん
〳
〵
、
尾
三
州
之
間
ニ
集
居
候
て
、
懇
望
申
族
も
候
、
又
江
戸
に
て
人
質
を
し
め
ら

れ
、
致
迷
惑
族
も
在
之
事
候
、
味
方
説
ニ
申
候
哉
ら
ん
」
と
あ
る
よ
う
に
、
先
陣
と
し
て
来
て
い
る
東
軍
方
諸
将
に
つ
い
て
も
、
彼
ら
は

必
ず
し
も
率
先
し
て
家
康
に
味
方
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
に
「
懇
望
」
し
て
き
て
い
る
者
も
い
る
、
勧
誘
す
る
こ
と
も
可
能
だ

と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
懇
望
」
が
実
際
に
あ
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
西
軍
は
内
通
や
内
応
が
多
く
発
生
し
内
部
分
裂
を
き
た
し

て
い
た
の
に
対
し
て
、
東
軍
は
一
枚
岩
で
あ
っ
た
と
い
う
従
来
の
想
定
を
く
つ
が
え
す
可
能
性
を
示
唆
し
て
お
り
、
注
目
に
値
す
る
。

　

ま
た
、
真
田
に
対
す
る
過
度
な
期
待
も
書
状
か
ら
読
み
取
れ
る
。
東
軍
加
担
が
確
実
な
森
忠
政
に
対
し
て
は
「
貴
所
ゟ
早
々
可
被
及
御

行
」（
棒
線
部
⑧
）
と
し
、
去
就
が
曖
昧
な
石
川
三
長
に
つ
い
て
も
、
も
し
敵
方
と
な
っ
た
場
合
に
は
「
是
又
其
方
ゟ
可
被
及
御
行
候
」�

（
棒
線
部
⑨
）
と
し
て
い
る
。
森
・
石
川
と
も
に
石
高
面
で
真
田
を
上
回
っ
て
お
り
、
わ
ず
か
数
万
石
の
大
名
に
過
ぎ
な
い
真
田
が
独
力

で
対
処
す
る
の
は
難
し
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
三
成
は
「
早
々
人
を
も
御
抱
」（
棒
線
部
⑪
）
す
る
こ
と
を
提
案
し
て

い
る
が
、
短
期
間
の
う
ち
に
新
し
く
家
臣
を
召
し
抱
え
、
軍
を
編
成
で
き
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い（

（2
（

。
実
際
に
は
、
徳
川
秀
忠
率
い

る
大
軍
が
攻
め
寄
せ
て
き
た
た
め
に
真
田
は
居
城
の
上
田
で
籠
城
す
る
こ
と
に
な
り
、
三
成
が
期
待
し
た
真
田
に
よ
る
「
方
々
へ
之
御�

仕
置
」（
棒
線
部
⑪
）
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
仮
に
秀
忠
軍
の
襲
来
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
実
行
は
難
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う（

（2
（

。
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三
成
が
意
外
に
も
様
々
な
事
情
に
通
じ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
閏
三
月
、
三
成
は
失
脚
し
、

居
城
の
近
江
佐
和
山
に
て
隠
居
す
る
こ
と
と
な
る
。
翌
五
年
七
月
に
挙
兵
し
、
大
坂
へ
の
入
城
に
成
功
し
て
復
権
す
る
ま
で
の
間
、
中
央

の
政
治
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
三
成
は
そ
の
間
に
起
き
た
こ
と
を
正
確
に
把
握
し
て
い
る
。

　

ま
ず
は
前
田
利
長
の
生
母
が
、
江
戸
で
人
質
と
さ
れ
て
い
る
点
。
こ
れ
は
慶
長
四
年
秋
、
前
田
利
長
が
秀
頼
へ
の
謀
叛
や
家
康
暗
殺
を

企
て
た
と
し
て
糾
弾
さ
れ
、
つ
い
に
家
康
に
屈
し
、
生
母
を
人
質
と
し
て
差
し
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
人
質
は
、
大
坂
で

は
な
く
家
康
の
本
拠
地
で
あ
る
江
戸
へ
と
送
ら
れ
た
。
大
名
間
で
個
人
的
な
人
質
の
や
り
取
り
を
す
る
と
い
う
の
は
通
常
あ
り
え
な
い
行

動
で
あ
り
、
こ
れ
を
行
い
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
時
点
で
家
康
が
豊
臣
「
公
儀
」
そ
の
も
の
を
体
現
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
さ

ら
に
、
家
康
が
す
で
に
政
権
奪
取
の
野
心
を
隠
そ
う
と
す
ら
し
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
す
衝
撃
的
な
出
来
事
と
も
言
え
る
が
、
そ
れ
ゆ
え

に
諸
大
名
の
間
に
も
こ
の
情
報
は
い
ち
早
く
伝
わ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
た
だ
し
、
三
成
が
隠
居
し
た
と
は
い
え
、
大
名
石
田
家
は
い
ま

だ
健
在
で
あ
っ
た
か
ら
、
三
成
が
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
森
忠
政
の
「
新
知
拝
領
」
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
事
情
は
異
な
る
。
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
十
一
月
、
森
は
秀
吉
か
ら

美
濃
国
に
お
い
て
七
万
石
を
与
え
ら
れ
た（

（2
（

。
と
こ
ろ
が
慶
長
五
年
二
月
一
日
に
は
、
家
康
に
よ
り
信
濃
国
川
中
島
十
三
万
七
千
五
百
石
へ

と
加
増
・
移
封
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
三
成
の
言
う
「
新
知
拝
領
」
が
、
こ
の
川
中
島
移
封
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
こ
れ
が
森
を�

「
定
而
菟
角
ニ
内
（
徳
川
家
康
）
府
儀
無
二
」（
棒
線
部
⑦
）
と
さ
せ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
新
知
拝
領
」
は
、な
に
も
秘
密
裡
に
行
わ
れ
た
わ
け
で
は

な
い
だ
ろ
う
が
、
か
と
い
っ
て
、
当
事
者
と
豊
臣
蔵
入
地
を
管
理
す
る
「
三
奉
行
」
以
外
に
、
広
く
知
れ
渡
る
よ
う
な
こ
と
と
も
思
わ
れ�

な
い
。
と
な
る
と
、
可
能
性
と
し
て
は
①
政
権
復
帰
後
に
「
三
奉
行
」
か
ら
知
ら
さ
れ
た
、
②
佐
和
山
に
い
な
が
ら
も
中
央
の
情
報
を
密

か
に
入
手
し
て
い
た
、
こ
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。
①
で
あ
る
な
ら
ば
、
復
帰
後
の
三
成
へ
「
三
奉
行
」
が
詳
細
な
情
報
を
提
供
し
て
い

た
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
り
、
三
成
に
対
す
る
「
三
奉
行
」
の
積
極
的
支
持
を
示
し
、
②
な
ら
ば
、
居
城
に
閉
居
し
つ
つ
も
三
成
が
な
お
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も
中
央
の
情
勢
へ
の
関
心
を
失
わ
ず
、
復
権
の
機
会
を
狙
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
ど
ち
ら
か
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
い
ず
れ
に
せ
よ

興
味
深
い
事
例
と
言
え
る
。

　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
合
戦
直
前
に
お
け
る
三
成
の
思
考
を
、
真
田
に
宛
て
た
書
状
か
ら
分
析
を
試
み
た
が
、
そ
れ
で
は
毛
利
輝
元
に
つ
い
て
は
ど
う

で
あ
っ
た
の
か
。
一
族
の
吉
川
広
家
の
内
通
に
よ
っ
て
毛
利
家
は
合
戦
に
参
加
せ
ず
に
終
わ
っ
た
。
輝
元
自
身
は
大
坂
に
と
ど
ま
り
、関
ヶ

原
敗
戦
後
は
東
軍
方
と
の
交
渉
に
応
じ
、
大
坂
城
を
退
去
し
て
い
る
。
戦
意
が
旺
盛
だ
っ
た
と
は
言
え
な
い
行
動
だ
が
、
主
力
決
戦
に
敗

北
し
た
直
後
と
い
う
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
や
む
を
得
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
三
成
と
秘
密
同
盟
を
結
ん
で
以
降
、
輝
元
は
三
成
失
脚

ま
で
一
貫
し
て
こ
れ
を
擁
護
し
て
い
た
。
失
脚
後
は
家
康
と
の
関
係
修
復
へ
と
傾
い
て
い
く
も
の
の
、
輝
元
の
基
本
路
線
が
三
成
と
の
関

係
強
化
で
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

　
註

　
（
1
）�　

関
ヶ
原
合
戦
研
究
に
つ
い
て
の
研
究
動
向
や
現
状
に
つ
い
て
は
、
谷
口
央
「
関
ヶ
原
合
戦
の
位
置
づ
け
と
課
題
」（
谷
口
央
編
『
関
ヶ
原
合
戦

の
深
層
』
所
収
、
高
志
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
に
詳
し
い
。

　
（
2
）�　

桑
田
忠
親
「
豊
臣
氏
の
五
奉
行
制
度
に
関
す
る
考
察
」（『
史
学
雑
誌
』
四
十
六
巻
九
号
、
一
九
三
五
年
）。

　
（
3
）�　

阿
部
勝
則
「
豊
臣
期
五
大
老
・
五
奉
行
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
史
苑
』
四
十
九
巻
二
号
、
一
九
八
六
年
）。

　
（
4
）�　
『
豊
臣
政
権
の
権
力
構
造
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）。

　
（
5
）�　
『
毛
利
家
文
書
』
九
六
二
号
。

　
（
6
）�　

光
成
準
治
前
掲
書
。
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（
7
）�　

今
井
林
太
郎
『
石
田
三
成
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
）
な
ど
。

　
（
8
）�　

光
成
準
治
『
関
ヶ
原
前
夜　

西
軍
大
名
の
戦
い
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
九
年
）。

　
（
9
）�　

白
峰
旬
「
慶
長
5
年
7
月
〜
同
年
9
月
に
お
け
る
石
田
・
毛
利
連
合
政
権
の
形
成
に
つ
い
て
」（『
別
府
大
学
紀
要
』
五
十
二
号
、
二
〇
一
一
年
）、�

同
「
豊
臣
公
儀
と
し
て
の
石
田
・
毛
利
連
合
政
権
」（『
史
学
論
叢
』
四
十
六
号
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
。

　
（
10
）�　

合
戦
以
前
、
と
く
に
三
成
が
失
脚
す
る
直
前
の
輝
元
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
光
成
準
治
氏
ら
に
よ
っ
て
か
な
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ

こ
で
は
素
材
と
し
て
、
同
族
の
毛
利
元
康
に
宛
て
た
輝
元
の
自
筆
書
状
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
（「
厚
狭
毛
利
家
文
書
」『
山
口
県
史
』
史
料
編　

�

中
世
3
）、
國
學
院
大
學
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
毛
利
輝
元
自
筆
書
状
」
も
、
こ
の
時
期
の
輝
元
に
関
す
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
以
前
、
拙
稿
に

お
い
て
紹
介
を
試
み
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
（「
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
の
毛
利
関
係
文
書
」『
校
史
・
学
術
資
産
研
究
』
五
号
、
二
〇
一
三
年
）、

そ
こ
で
翻
刻
を
割
愛
し
た
史
料
に
つ
い
て
こ
こ
で
改
め
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
【
史
料
A
】

　
　
　
　
　

昨
日
ハ
頓
着
候
、
秀
就
も
今
日
ハ
と
く
可
着
候
、
其
方
肝
煎
尽
心
候
、

　
　
　
　
　

一�　

秀
就
ハ
不
申
付
候
へ
と
も
、
少
之
儀
ハ
仕
候
様
候
、
一
日
も
不
被
居
事
候
、
さ
い
く
ニ
仕
候
板
と
す
ミ
ぬ
り
家
へ
い
・
は
し
ら
・
ふ
る

木
な
と
入
候
、
竹
ハ
此
土
居
切
候
て
不
苦
所
あ
ま
た
候
、
き
ら
せ
候
過
分
竹
も
是
に
て
可
成
候
、
そ
き
な
と
ハ
有
間
敷
候
哉
、

　
　
　
　
　

一�　

茶
湯
道
具
・
屏
風
・
た
ゝ
ミ
差
上
せ
候
之
由
候
間
、
待
入
候
、
碁
・
せ
う
き
も
可
差
上
せ
候
、
か
し
く
、

　
　
　
　
　
　

右
近

　
　
　
　
　
【
史
料
B
】

　
　
　
　
　
　

定
而
今
日
ハ
秀
就
可
罷
上
候
、
待
入
候
、
め
い
〳
〵
書
中
あ
け
申
候
、
返
事
可
仕
候
、

　
　
　
　
　

�

と
か
く
今
之
分
に
て
ハ
、
何
に
と
存
候
、
▢
▢
仕
ま
い
な
ら
す
候
、
ふ
る
板
と
も
、
と
く
早
々
□
□
可
差
上
せ
候
、
ふ
る
わ
け
ハ
な
く
候
哉
、

た
ゝ
ミ
あ
た
ら
し
き
も
き
と
可
差
上
せ
候
、
其
元
お
さ
へ
の
た
ゝ
ミ
▢
▢
▢
た
ゝ
ミ
と
も
ニ
井（
井
伊
直
政
）

伊
兵
へ
不
参
候
ハ
ヽ
、
福
越
ニ
申
候
て
、
上
や

し
き
あ
か
ら
れ
候
ハ
ヽ
、
可
差
上
せ
候
、
為
心
得
候
、
か
し
く
、

　
　
　
　
　
　

右
近
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【
史
料
C
】

　
　
　
　
　

�

下
へ
之
状
、
此
者
遣
候
条
、
急
下
候
様
可
申
付
候
、
為
心
得
候
、
其
元
調
、
無
油
断
之
通
、
尤
可
然
候
〳
〵
、
肝
煎
尽
心
候
、
存
寄
道
具
入

か
き
の
ほ
せ
申
候
、
か
し
く
、

　
　
　
　
　
　

右
近

　
（
11
）�　
『
浅
野
家
文
書
』
一
一
三
号
。

　
（
12
）�　
（
慶
長
五
年
）
八
月
五
日
付
真
田
昌
幸
・
同
信
幸
・
同
信
繁
宛
石
田
三
成
書
状
（「
真
田
宝
物
館
所
蔵
文
書
」『
真
田
家
文
書 

上
巻
』）。

　
（
13
）�　

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
十
一
月
二
十
日
付
浅
野
長
政
・
同
幸
長
宛
豊
臣
秀
吉
判
物
（『
浅
野
家
文
書
』
三
二
一
号
）。

　
（
14
）�　

こ
れ
に
は
浅
野
だ
け
で
な
く
、
信
濃
国
に
所
領
を
も
つ
東
軍
加
担
の
諸
大
名
も
協
力
し
て
い
た
と
考
え
る
方
が
自
然
か
も
し
れ
な
い
。

　
（
15
）�　

信
幸
の
東
軍
加
担
に
つ
い
て
は
、
三
成
も
知
ら
さ
れ
て
い
た
。
五
日
付
け
の
書
状
に
は
宛
所
に
信
幸
の
名
も
見
え
る
も
の
の
、
十
日
付
け
の
も

の
か
ら
は
、
そ
の
名
が
除
外
さ
れ
て
い
る
の
が
証
左
と
な
る
。
十
日
に
も
た
ら
さ
れ
た
昌
幸
か
ら
の
書
状
に
、
信
幸
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
。

　
（
16
）�　
『
吉
川
家
文
書
』
一
四
六
号
。

　
（
17
）�　

慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
閏
三
月
二
十
一
日
、
家
康
は
輝
元
を
「
兄
弟
の
如
く
」
思
い
、
輝
元
は
家
康
に
「
父
兄
の
思
い
を
成
す
」
と
す
る
起

請
文
を
、
両
者
は
取
り
交
わ
し
て
い
る
（『
毛
利
家
文
書
』
一
〇
六
・
一
〇
七
号
）。

　
（
18
）�　

毛
利
輝
元
が
西
軍
の
総
大
将
で
あ
っ
た
こ
と
は
従
来
よ
り
の
定
説
だ
が
、
棒
線
部
に
「
信
州
之
儀
ハ
不
及
申
、
甲
州
迄
も
貴
所
御
仕
置
可
在
之

旨
、
輝（
毛
利
）元
を
は
し
め
各
被
申
候
事
候
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
が
事
実
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。

　
（
19
）�　

棒
線
部
に
「
石
玄
事
も
、
済
候
ヘ
ハ
能
候
、
不
済
候
ハ
ヽ
、
是
又
其
方
ゟ
可
被
及
御
行
候
」
と
あ
る
。

　
（
20
）�　

た
だ
し
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
史
実
の
よ
う
な
短
期
決
戦
を
想
定
し
て
い
た
場
合
で
あ
る
。
時
間
的
猶
予
が
あ
れ
ば
、
旧
武
田
家
臣
で
あ
っ
た
真

田
は
、
地
縁
の
あ
る
信
濃
・
甲
斐
に
お
い
て
、
森
や
石
川
、
浅
野
を
脅
か
す
勢
力
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。
三
成
が
こ
の

こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
三
成
の
対
徳
川
戦
略
は
、
や
は
り
早
期
決
戦
で
は
な
く
長
期
戦
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
（
21
）�　

な
お
、
こ
の
三
成
書
状
は
真
田
の
目
に
触
れ
て
い
な
い
が
、
無
事
に
到
着
し
た
八
月
五
日
付
け
の
書
状
に
は
「
貴
殿
事
、
早
々
小
室
・
ふ
か
せ
・

川
中
島
・
す
わ
の
儀
、
貴
殿
へ
被
仰
付
候
間
、
急
度
可
有
御
仕
置
候
、
不
成
程
御
行
此
時
に
候
事
」
と
あ
り
、
三
成
が
真
田
に
信
濃
各
方
面
へ
の

出
兵
を
要
請
し
て
い
る
こ
と
は
、
真
田
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
。
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（
22
）�　
「
森
家
先
代
実
録 

五
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
）。

　
（
23
）�　
「
森
家
先
代
実
録 

五
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
）。
な
お
、
家
康
に
よ
る
森
忠
政
を
含
め
た
諸
大
名
へ
の
知
行
給
与
に
つ
い
て
は
、

拙
著
『
豊
臣
政
権
の
権
力
構
造
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）
に
詳
述
し
て
い
る
。


